
第６回「歩きタバコをなくそう！新宿フォーラム」会議録概要 
 
 
１．開会 （座長） 
 
２．資料の確認 （事務局） 
 
３．「宣言」（案）の提示 
 (1)「宣言」（案）の読み上げ （副座長） 
 (2)「宣言」（案）の内容の補足と、作成の経過についての説明 （座長） 
 (3)「意見集」の読み上げ （副座長） 
 
４．全体討論 
【男性１】私はタクシーの乗務員だが、新宿区内のタクシー内の禁煙化を条例に盛り込む

よう提言する。歩きタバコを我慢してタクシーに乗り込んできた方がタクシー内で

喫煙し、乗務員は受動喫煙で健康被害を受けている現状があるが、タクシーの事業

主はサービス低下を恐れて車内の喫煙を禁止しない。 
【男性２】役割分担の項目の中に「喫煙者の役割」として、決められた場所以外で喫煙を

しないことを盛り込むべきだ。 
     また、宣言主文の「協働で継続的にＰＲ・キャンペーン等を実施する」の中に、

「ＰＲ・キャンペーン等への妨害者には、刑法、あるいはポイ捨て禁止条例により

告発することを考える」ということを入れた方が、喫煙者に対するプレッシャーに

なるのではないか。 
【男性３】宣言主文に「やむをえず」という表現があるが、歩きタバコは原則禁止なので

喫煙者の主観が入る余地があるような語句は用いるべきでない。 
     同様に「雑踏での」という表現についても喫煙者の主観的な判断にゆだねられ

るので、むしろ、道路全面禁止ということをはっきりと書くべき。 
     それから、役割分担の中で「喫煙者を路上に追い出さないようにする」とある

が、「追い出す」という表現は、追い出される喫煙者が被害者だという印象を持たせ

るのでやめてほしい。 
【男性４】「歩きタバコ」という表現では、立ち止まっていれば吸ってもいいという解釈を

されかねないので「路上喫煙禁止」とするべきだ。 
     路上喫煙については、喫煙者のマナーに訴えてもお金の無駄遣いになるだけな

ので罰則を設けるべき。特に歌舞伎町は路上喫煙が多いので、行政が警察と協力し

て徹底的に規制した方が良い。 
【座長】「歩きタバコ」の定義としては、歩いている、いないにかかわらず路上でタバコを



吸うこととして扱っている。 
【男性５】歩きタバコ対策のために新たな人員・予算を割くことには限界があるので、イ

ンターネットを活用したＰＲを行うことを提案する。特に、ブログを設置して多く

の人々と議論をすると良いと思う。 
【男性６】この「宣言」は、喫煙者と非喫煙者がお互いを認めたうえで、迷惑を減らして

暮らしよくしようという姿勢があるのが良いと思う。 
【女性１】この「宣言」は、誰が誰に対してどのような目的で行っているのか。 
【座長】このフォーラムの「宣言」は新宿区長に渡す予定だ。また、新宿区、東京都、関

係機関に配布するとともに、新宿区の広報紙、広報ビデオで周知する。 
【女性１】区に渡して、それを検討してもらうのか。 
【座長】今後、歩きタバコをなくそう協議会というようなものを立ち上げて、そこで検討

していく予定だ。 
【女性１】「宣言」は内容は良いが、主体性や具体性に欠ける部分がある。また、このフォ

ーラムに関しては、毎回意見が一方通行で議論に至らなかった感があるので、今後、

インターネット上でこの問題について話し合える場を設ければよいと思う。 
【男性７】「宣言主文」の中の、「犯罪行為に等しい」という指摘は素晴らしい。また、歩

きタバコの問題を、健康被害の問題など幅広く捉えているところが良いと思う。 
     そこで、実効性を上げるには、過料と事前のＰＲを徹底的に行うべきだと思う。

区から権限を委嘱した元気なお年寄りに、ボランティアとして過料の徴収をしても

らうのが良い。過料は 1,000円が望ましい。 
     それから、喫煙者に対して優しい喫煙環境を作るのはかえって逆効果になると

思う。 
【女性２】「犯罪行為に等しい」という理由を新宿区から発信してほしい。タバコの煙がデ

ィーゼル車の排ガスより 10 倍危険だという研究結果や、タバコの煙に含まれるホ
ルムアルデヒドやダイオキシンなどの環境汚染物質を例に挙げて、タバコの煙の危

険性を喫煙者に教えてあげるべきだと思う。悪いのは喫煙者ではなくタバコの煙だ。 
     また、「分煙を徹底する」ということは第一歩としては良いが、「最小限の喫煙

スペース」を設置することで、他のスペースが受動喫煙スペースとならないかどう

か心配だ。喫煙スペース以外は無煙スペースという前提でやってほしい。 
【男性８】「あなたは人間ですか、動物ですか。」「歩行タバコは良いことか悪いことか、と

子供に聞かれたらあなたはどう答えますか。」といった標語を入れてはどうか。 
     歩きタバコの問題は一人ひとりが自覚を持って、モラルを守らない限り、なく

ならない問題なので、今後、協議会の活動にも参加していきたい。 
【男性９】「宣言」の前文にもあるように、すべての人が共存、共栄し、それぞれが認め合

うという形になると、宣言主文の各項目が生きてくると思う。 
     宣言主文で修正してほしいところがいくつかあるが、まず、宣言主文に「道路



は喫煙所ではない。」とあるが、道路そのものは公共空間なので、削除してほしい。

さらに、「雑踏での歩きタバコは、…」の部分は、「喫煙に関して、常に喫煙者は、

ルールやマナーを守ることはもちろんのこと、タバコの投げ捨てや、周りの人に迷

惑となる喫煙をしてはいけません」と、変えてほしい。 
     また、広域的な取り組みに関しては、それぞれの自治体がそれぞれの地域特性

に合った取り組みをやっているので、広域的にやる必要はない。新宿区の取り組み

が成功したら、そこから輪を広げれば良い。 
【男性 10】千代田区に倣って、条例を作って過料を取れという意見が多いが、これを実行

するには多くのお金がかかるので、条例を作らずに、このフォーラムの提案が実現

すれば歩きタバコはなくなると思う。 
     まず、「各主体ごとの役割分担」では、「タバコ製造・販売者」が５番目になっ

ているが、商品を作る人が率先してＰＲするべきなので、タバコ製造・販売者の責

任を大きく取り上げるため、これを１番目にしてほしい。 
【男性 11】モラルや自覚のためにはきちんとした情報が必要だが、情報が決定的に不足し

ている。宣言の前文では「喫煙自体は個人の嗜好の問題」となっているが、タバコ

は嗜好ではなく薬物依存であり、嗜好という表現は考え方として後戻りなので、こ

の文章は必要ない。 
     それから、「歩きタバコ」よりも「路上喫煙」と言った方が喫煙者にストレート

に伝わる。また、「分煙」の本質は「受動喫煙を防止する」ということだが、単に喫

煙所を設けるだけでは形だけの分煙で終わってしまう。 
     それから、広域的取り組みについては、周辺区や東京都を視野に入れることは、

このフォーラムの奥行きを示すために必要だ。また、フォーラム自体が一方通行ぎ

みだという意見があったが、時間の割り振りを工夫すべきだと思う。 
【男性 12】これから地域ごとにいろいろな取り組みをしていくことと思うが、私ども落合

地区も支援してもらいたい。具体的な取り組みを早くやってもらいたい。 
【男性 13】私は喫煙者で、喫煙そのものを否定するものではないという前提でこのフォー

ラムに参加しているが、この「宣言」も、喫煙者にとってはやむをえないものだと

思う。喫煙者のマナーはだんだん意識づけられてきているので、長期的に取り組む

べきだ。特に、「協働で継続的にＰＲ・キャンペーン等を実施する」ということが重

要なので、私も喫煙者のマナーがアップするよう、今後も協力したい。 
     ただ、新宿区全体で歩きタバコを禁止するよりも、まずは繁華街からというよ

うに、段階的に取り組むのが良い。 
【男性 14】分煙の徹底のための喫煙スペースの設置については、喫煙者がいるから仕方な

く設置するという趣旨を入れるべき。 
それから、役割分担の５番目で「歩きタバコ・ポイ捨ては止めましょう」とあ

るが、ポイ捨ては犯罪なので「厳禁」と言うべき。また、７番目と８番目で東京都



と警察の役割があるが、警察が注意するだけでも違うので、警察にきちんと取り組

んでほしい。それから、悪質な場合だけ取り締まるなど、何らかの形で罰則を設け

てほしい。 
【男性 15】「宣言」には全面的に賛成だが、歩きタバコを規制するには罰則を設けるべきだ。

「宣言主文」には、「条例制定時には商店会等の意向もふまえて」とあるが、むしろ、

このフォーラムの意向を踏まえて検討してほしい。 
     それから、役割分担の３番目に鉄道事業者の役割があるが、バス事業者にも同

様に車内放送でＰＲしてもらうべき。 
【男性 16】過料が必要だと訴えていたが、この論理だと日本には刑法があって刑罰がある

から犯罪は起こらないはずだ。しかし現実には犯罪が起きている。歩きタバコ問題

で千代田区が成功したのは過料のおかげではなく、路上喫煙者一人ひとりに説明す

るなど、職員の熱意に尽きると思う。過料の問題ではない。 

【男性 17】区内全域でいきなり歩きタバコをゼロにするのは難しいので、重点地区を設定
したほうが良い。新宿駅の南口や西口など繁華街を重点地区として、重点地区内で

は禁煙にするなど、メリハリをつけると良いと思う。 
     また、第３回のフォーラムで話があったが、過料自体に効果があるのではなく、

地域の協力が重要なので、喫煙者への指導の方法としては、例えば、それぞれの会

社が社員に対して歩きタバコやポイ捨てをしないよう指導するという方法もあると

思う。 
     私は高田馬場の清掃活動にボランティアとして参加したが、実際に拾ってみて、

タバコの吸い殻の多さに驚いた。喫煙者にも、タバコの煙が他人の健康を害してい

るということをわかってもらうことが重要だ。 
【男性 18】フォーラムの成果であるこの「宣言」を何らかの形で残したい。例えば、新宿

や高田馬場の重点地区に記念碑のようなものを作り、いつでも区民や来街者の目に

触れるようにすることで、意識が向上すると思う。 
【座長】本日みなさんからこれだけたくさんのご意見をいただいたので、その内容を「宣

言」に反映させなくてはいけないが、今日出た意見を含めて座長でまとめさせてほ

しい。「宣言」がまとまったら中山区長に渡すこととする。このフォーラムで作った

「宣言」を、新宿区を通じて全国に発信してほしい。 
 
５．実践活動への参加登録について （事務局） 
 
６．フォーラム閉会にあたって （区長） 
 
７．閉会 （座長） 
 


